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　この報告書は、砺波市行政改革大綱に掲げられた

実施項目に関して、平成２９年度に実施した事項、

平成３０年度に実施又は実施を予定している事項につ

いて  記載しています。

(基準日：平成３０年８月３１日)

(平成２９年度分は平成３０年３月末の数値です。)

資料３



実施項目 取組事項 取組状況
みんなで進めるカラス環
境被害対策モデル事業
（継続）

【生活環境課】
カラス被害対策は継続が必要なことから、平成

２７年度から実施している対策の効果を検証し、
地域の負担感が軽減される対策を地域とともに検
討した。

（新規）
燃えないごみの排出方法
の市内統一

【生活環境課】
平成２９年度から燃えないごみの分別・排出方

法の変更が円滑に実施できるよう、出前講座の実
施や資源ごみステーションにおける分別指導を実
施し、燃えないごみのより一層の再資源化、収集
作業の効率化及び危険ごみ混入の防止に努めた。

旧砺波地域　１４地区

（２）
まちづくりの担い手
の育成と連携の推
進

（新規）
女性防災士育成支援

【総務課】
災害時における女性に配慮した避難所運営や日

頃から女性の視線で防災意識の啓発が図れるよ
う、市内全地区への女性防災士の配置に向けた育
成を支援するため、５月９日の地区自治振興会協
議会において、各地区１名の推薦を依頼し、推薦
者の養成研修受講を支援した。

H29新規資格取得者　女性防災士 １６地区 １８名

（新規）
情報発信（シティプロ
モーション）強化事業

【企画調整課】
本市の魅力発信と移住定住を推進するため、地

域おこし協力隊が中心となって結成したＴＥＡＭ
１０７３のメンバー２７名が、ＳＮＳを活用した
情報発信に取り組み、シティプロモーションの強
化を図った。

（新規）
事項別支出状況のホーム
ページ公開（市議会）

【議会事務局】
ホームページで公開している政務活動費収支報

告書に加えて、事項別支出状況についても、平成
２９年度から掲載した。

（新規）
「大雪等に関する情報」
欄新設による情報発信

【総務課】
大雪に伴う、公共交通機関の運行状況や学校・

幼稚園の休校・休園などに関する情報を、市ホー
ムページにまとめてタイムリーに掲載した。ペー
ジの入り口をトップ画面に掲載することで、ス
マートフォンや携帯電話でも市民に情報がわかり
やすいものとした。

大雪に限らず、大雨、暴風等の各種災害時にも
同様の対応に努めた。

平成２９年度 行政改革・事務改善事項

１　市民の視点に立った協働の「まちづくり」の推進

（１）
市民や地域との協
働の推進

（３）
情報の積極的な提
供と共有化の推進
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実施項目 取組事項 取組状況
（１）
人材の育成と組織
機構の最適化

（新規）
組織の最適化

【総務課】
「砺波暮らし推進班」の新設

これまで３つの部署（企画調整課、総務課、散
居村ミュージアム）で所管していた空き屋対策に
関する業務を集約し、窓口を一本化するととも
に、移住・定住対策、シティプロモーションとの
連携を強化するため、企画調整課に「砺波暮らし
推進班」を設置し、専任職員を配置した。

「危機管理係」を班体制に移行
「総務課危機管理係」を「総務課防災・危機管

理班」とし、防災対策及び危機管理体制の強化を
図った。

「ねんりんピック推進班」の新設
平成３０年度に開催される第３１回全国健康福

祉祭とやま大会を円滑に運営するため、社会福祉
課に「ねんりんピック推進班」を設置し、専任職
員を配置した。

（２）
事務事業の効率化・
適正化

（新規）
家族介護者交流事業の見
直し
【提案型事業評価】

【社会福祉課】
市外の温泉施設等で開催していた事業を、市内

福祉センター等で開催することとし、回数と参加
者数の増加に努めた。

回数：H28年度５回→H29年度７回
参加者数：H28年度末38人→H29年度末22人

【社会福祉課】
　避難行動要支援者登録後、登録された方の個別
支援計画を各自治会で作成する事になるが、現状
は、空白の様式に手書きで記入することになって
いたものを、既に登録されているデータを様式に
反映するようシステム改修し、自治会側の作業負
担を軽減し、個別支援計画作成の推進を図った。

個別支援計画作成率:
 H29.3末36.25%→H30.3末44.12%

（新規）
帳票の見直し

【健康センター】
胃、結核・肺、大腸のがん検診通知を1枚にま

とめ、未受診状況等市民に分かりやすい帳票に変
更した。帳票変更に伴い検診通知発送事務や検診
受付時の事務効率化を図った。

また、歯周疾患検診票を対象者全員への送付か
ら歯科医院の備え付けに変更し、経費の節減を
図った。

削減額　160千円

２　時代の変化に対応した効果的で質の高い「行政サービス」の推進

 (新規）
避難行動要支援者登録シ
ステムの改修
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実施項目 取組事項 取組状況
（２）
事務事業の効率化・
適正化

（新規）
育児相談の拡充

【健康センター】
　受付時間を１時間延長し、また助産師による母
乳相談を隔週から毎週実施した。また、会場を対
象者別に２部屋に増やしたことから、毎回２０人
前後来所されるが、来所時間も分散され、相談を
受けやすい体制になった。
　産後、母乳育児に悩み、うつ傾向になる方が増
えているが、毎週適切な相談を受ける機会ができ
母乳育児をスムーズに行えるようになったことか
ら、悩みがすっきりと解消され、長期間来所され
る方が減った。

参加者数
   H30年3月末49回 666人(再掲 母乳相談 223人)

（新規）
農業農村整備環境検討委
員会の砺波管内の一本化

【農地林務課】
農業農村整備環境検討委員会は、砺波市及び南

砺市でそれぞれで開催していることから、砺波管
内で一本化し、合同で開催することを検討してお
り、引き続き県や南砺市に働きかけていく。

（新規）
小中学校複合機の機能見
直しと一括導入

【教育総務課】
小中学校に設置している複合機機能の見直しと

一括契約により経費の節減を図った。

削減額　約70千円

実施項目 取組事項 取組状況
（１）
健全な財政運営の
推進

（新規）
議員定数の変更に伴う報
酬等の削減

【議会事務局】
議員定数の変更（定数２０人→１８人）に伴っ

て、議員報酬、手当及び政務活動費を削減した。

削減額　12,236千円

（２）
公共施設等のマネ
ジメントの推進

未利用地等の有効活用
（継続）

【財政課】
未利用の市有地等について、売却処分等の有効

活用を引き続き推進した。

売却5件　24,721千円

砺波市太田テニスコート
の売却
（継続）

【生涯学習・スポーツ課】
砺波市行政改革市民会議で示された市内テニス

コートの集約化を推進する方針に基づき、太田テ
ニスコートを廃止した。

年間削減額　指定管理料　400千円

【商工観光課、財政課】
公共施設の適正化及び工場拡張のニーズに対応

し、工業用地として売却を行うため整地を完了
し、平成30年度に売却手続き予定。

３　健全で持続可能な「財政運営」の推進
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実施項目 取組事項 取組状況
（２）
公共施設等のマネ
ジメントの推進

用地取得の検討
（継続）

【商工観光課、生涯学習・スポーツ課】
各種公共施設の借地の購入を順次進め、経常経

費の削減に努めた。
　（美術館用地の一部を購入）

年間削減額　土地賃借料　4,301千円

児童センター・児童館の
あり方
（継続）

【こども課】
老朽化した児童館のあり方及び他施設での事業

の実施について、引き続き、地元自治振興会等と
協議を行った。（種田児童館）

（新規）
油田保育所の取り壊しと
跡地の活用

【こども課・財政課】
園舎の跡地について、売却処分等により有効に

活用するため、園舎を取り壊した。

（新規）
幼稚園跡地の活用（五鹿
屋、東野尻）

【こども課】
園舎等の活用について、地元自治振興会等と協

議を行い、旧五鹿屋幼稚園については五鹿屋地区
自治振興会に無償譲渡することとなった。

（新規）
幼稚園をとりまく課題に
ついての検討委員会の設
置

【こども課】
子ども・子育て会議においてワーキンググルー

プ「幼稚園をとりまく課題についての検討委員
会」の設置を決定し、平成３０年１月より、在園
児童が少ない４つの幼稚園が持つ課題について検
討を進め、報告書をとりまとめた。

（３）
自主財源の確保と
創出

（新規）
マイクロ水力発電による
売電収入

【上下水道課】
上中野配水場マイクロ水力発電所において発電

を実施し、電力会社に対して売電することで収入
を確保した。

売電収入額　8,251千円

雑誌スポンサー制度の導
入
（継続）

【図書館】
引き続き雑誌スポンサーを募集し、雑誌購入経

費の削減を図るとともに、図書資料の充実と利用
サービスの向上を図った。

平成30年3月31日現在 　21社35誌（297千円）
（砺波図書館:20社28誌、庄川図書館:6社7誌）

（新規）
成人式プログラム等への
広告掲載
【職員提案】

【生涯学習・スポーツ課】
　成人式の案内はがき、プログラム及び資料袋に
新成人に向けたメッセージ入りの企業広告を掲載
し、作成経費の財源に充てた。

収入額　10枠　80千円
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実施項目 取組事項 取組状況
（４）
公営企業等の健全
経営の推進

病院事業の経営健全化
（継続）

【砺波総合病院】
市立砺波総合病院新改革プランに基づき経営の

効率化に努めた。

　外部の有識者８名で構成する「市立砺波総合病
院経営改善委員会」を１１月８日に開催し、病院
の経営改善に関する事項等について点検及び評価
を行い、その概要を公表した。
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実施項目 取組事項 取組内容
（１）
市民や地域との協
働の推進

燃えないごみの排出方法
の市内統一
（継続）

【生活環境課】
燃えないごみの分別・排出方法の変更が円滑に

実施できるよう、出前講座の実施や資源ごみス
テーションにおける分別指導を実施し、燃えない
ごみのより一層の再資源化、収集作業の効率化及
び危険ごみ混入の防止に努める。

（２）
まちづくりの担い手
の育成と連携の推
進

女性防災士育成支援
（継続）

【総務課】
災害時における女性に配慮した避難所運営や日

頃から女性の視点による防災意識の啓発が図れる
よう、今年度も昨年度（H29）に引き続き、各地
区の女性防災士各１名の増員に向けた育成を支援
する。

情報発信（シティープロ
モーション）強化事業
（継続）

【企画調整課】
本市の魅力発信と移住定住を推進するため、地

域おこし協力隊が中心となって結成したＴＥＡＭ
１０７３のメンバー２８名が、ＳＮＳを活用した
情報発信に取り組み、シティプロモーションの強
化を図っている。

（新規）
情報発信（先駆的シティ
プロモーション）強化事
業

【企画調整課】
ＶＲカメラ(動画４Ｋ)やドロ－ンを使って市の

風景や空き家の内部撮影を行い、新たに視覚へ訴
える情報発信を行うとともに、観光イベント撮影
や災害の写真などにも有効活用している。

（新規）
政務活動費における領収
書の写しのホームページ
公開（市議会）

【議会事務局】
ホームページで公開をしている政務活動費収支

報告書、事項別支出状況に加えて、領収書の写し
についても、平成２９年度分から掲載している。
（平成３０年６月～）

実施項目 取組事項 取組状況
（１）
人材の育成と組織
機構の最適化

（新規）
母子父子福祉業務の事務
移管

【社会福祉課・こども課】
こども課への事務移管により、市民にとってわかりや
すい業務の分担に改め、ひとり親家庭等に係る支援
体制の強化を図った。

平成３０年度 行政改革・事務改善事項

１　市民の視点に立った協働の「まちづくり」の推進

２　時代の変化に対応した効果的で質の高い「行政サービス」の推進

（３）
情報の積極的な提
供と共有化の推進
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実施項目 取組事項 取組状況
（１）
人材の育成と組織
機構の最適化

（新規）
組織の最適化

【総務課】
「検査課」を班体制に移行
「検査課」を「財政課検査班」とし、契約から検査に
至る体制の強化並びに事務の効率化を図った。

「地籍調査業務」の移管
地籍調査業務を地域振興課から財政課へ移管し、
事務の効率化を図った。

（２）
事務事業の効率
化・適正化

（新規）
地方税共通納税システム
の導入

【税務課】
法人が複数の市町村分の法人市民税や特別徴収

市県民税を一括で納税できる地方税共通納税シス
テムを導入する。
（平成３１年１０月稼働予定）

（新規）
所得税申告書等データの
引継ぎについて

【税務課】
現在紙媒体で税務署に送付している確定申告書

（市受付分）を、電子データで税務署に引き継ぐ
ことを検討している。

（新規）
家屋評価事務要領の作成

【税務課】
平成３３年度評価替えに向け「砺波市 家屋評

価事務取扱要領」を３０～３２年度の３か年で作
成する。家屋評価に対するマニュアルとなるもの
であり、担当が異動となった場合でも速やかに評
価事務を行うことができる。

（新規）
高齢者対策福祉事業の見
直し

【社会福祉課】
高齢者の閉じこもり予防や参加者交流を目的

に、「ふれあい・いきいきサロン事業」と「ふれ
あいデイホーム事業を実施しているが、類似事業
のため、「ふれあいデイホーム事業」から「ふれ
あい・いきいきサロン事業」への移行に向け調整
を進めている。

デイホーム　H29 ５か所→H30 ４か所

（新規）
育児相談会場の集約

【健康センター】
育児相談は、保健師だけでなく、助産師・管理

栄養士・歯科衛生士の専門職が健康センターに相
談日に合わせて常駐し多様な相談に対応できるよ
うにしている。そのため、保健師だけで毎月１回
庄川健康プラザで行っていた育児相談はH30年度
から中止し、健康センターに集約した。

（新規）
国民年金異動処理作業の
効率化

【市民課】
年金事務所から電子データで送付される処理結

果一覧をシステムに取り込むためのシステム改修
を進めている。
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実施項目 取組事項 取組状況
（２）
事務事業の効率
化・適正化

（新規）
高齢者インフルエンザ予
防接種事務の簡素化

【健康センター】
現在、高齢者インフルエンザ接種券は本人に、

予診票は医療機関に配布している。接種終了後、
接種券と予診票に記入漏れ等の有無を各々確認し
ている。H30.7より、システム改修に取りかか
り、予防接種券兼予診票を作成中。一体化によ
り、予診票を医療機関に配布する事務がなくな
る。また、「接種券兼予診票」の１枚の確認で事
務の軽減を図る。

（新規）
庄川河川敷公園（パッ
ト・パークゴルフ場）の
指定管理

【都市整備課】
　指定管理者制度を導入することにより、利用料
の減免申請書などを市に提出することなく、現地
で行うことができ、事務の効率化や利用者の利便
性の向上が図られた。
　また、ゆずの郷やまぶきとの一体的な連携を図
りながら、民間ノウハウを活用したことにより、
利用促進（利用客増）が見られた。

ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場利用者 12,820人
対前年比+1,426人(12.5%増)

（新規）
地理情報システム（ＧＩ
Ｓ）の連携

【上下水道課】
下水道台帳システムと水道台帳システムにおけ

る地理情報システム（GIS）の連携に関する検討
を行う。

これにより、下水道管と水道管の埋設の位置、
深さ、年度などの情報管理の一元化を図ることが
でき、事務事業の効率化及び窓口対応の向上が見
込まれる。

（新規）
小中学校卒業記念品贈呈
の見直し
【提案型事業評価】

【教育総務課】
　小学校卒業記念品の贈呈は、廃止する。

　　　　　　　　　　　　　　　削減額 710千円

中学校卒業記念品の贈呈は、段階的な廃止を含
めて検討する。

実施項目 取組事項 取組状況
（１）
健全な財政運営の
推進

（新規）
徘徊SOS緊急ダイヤルシス
テム事業配信料の一部見
直し

【地域包括支援センター】
徘徊SOS緊急ダイヤルシステムの配信料につい

て、現在、①基本料金、②５時間未満の配信料、
及び③５時間以上の配信料から成っている料金体
系のうち、③５時間以上の配信料の加算を1時間
毎とする。
　加算分を刻むことで、経費の削減を見込む。

平成３０年度４月～８月末まで２件配信
（５時間未満の利用のみ）

３　健全で持続可能な「財政運営」の推進
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実施項目 取組事項 取組状況
（１）
健全な財政運営の
推進

（新規）
政務活動費の後払い制へ
の移行

【議会事務局】
これまで年２回、前払い制で交付していた政務

活動費について、平成３０年度から活動実績に基
づく請求に応じた後払い制に移行した。

（新規）
各種補助金の見直しによ
る削減

【財政課、各課】
　各種補助金等については、順次見直しを行い、
削減を図っている。

平成30年度　8月末　削減額　　　580千円
(1)団体補助金の見直し　　   80千円
(2)イベント補助金の見直し　500千円

（２）
公共施設等のマネ
ジメントの推進

未利用地等の有効活用
（継続）

【財政課】
　未利用の市有地等について、売却処分等の有効活
用を引き続き推進する。

（新規）
利用者駐車スペースの確
保

【庄川健康プラザ】
利用者の駐車スペースを確保するため、参加者

の多い教室が重複しないよう調整した。

児童センター・児童館の
あり方（継続）

【こども課】
種田児童館の機能を地区内の集会施設に移転

し、建物は地元へ無償譲渡した。
その他の老朽化した児童館のあり方及び他施設

での事業の実施について、引き続き、地元自治振
興会等と協議する。

旧油田保育所の跡地の活
用（継続）

【財政課】
　園舎の跡地を売却処分等の有効活用を推進す
る。

旧東野尻幼稚園の園舎等
の活用（継続）

【こども課】
園舎等の活用について、引き続き、地元自治振

興会等と協議する。

（３）
自主財源の確保と
創出

マイクロ水力発電による
売電収入（継続）

【上下水道課】
上中野配水場マイクロ水力発電所において発電

を実施し、電力会社に対して売電することで収入
を確保する。

売電収入額　3,471千円

（４）
公営企業等の健全
経営の推進

病院事業の経営健全化
（継続）

【砺波総合病院】
市立砺波総合病院新改革プランに基づき経営の

効率化に努める。
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